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広報

徳
川
家
康
が
江
戸
の
治
水
工
事
の
お

手
本
に
し
た
と
い
わ
れ
、
今
も
小
田

原
城
の
お
堀
を
潤
し
て
い
ま
す
。

４
５
０
年
以
上
に
も
及
ぶ
そ
の
流
れ

は
、
小
田
原
の
歴
史
を
深
く
刻
み
続

け
て
い
ま
す
。

小
田
原
用
水
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あ
る
日
、
市
内
に
住
む
親
子
が
、
下
水
道
終
末
処
理
場
の
仕
事
を
勉
強
す
る
た
め
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

下
水
道
利
用
上
の
注
意

●
台
所
で
は
生
ご
み
や
油
は
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

●
ト
イ
レ
に
排
せ
つ
物
や
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

●
洗
濯
で
の
洗
剤
は
適
量
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

●
ご
み
や
砂
利
は
マ
ン
ホ
ー
ル
に
捨
て

な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
下
水
道
管
に
薬
品
・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
雨
水
は
、
下
水
道
管
に
は
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

●
マ
ン
ホ
ー
ル
は
無
断
で
開
け
な
い
で

く
だ
さ
い
。

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

　

浄
化
槽
や
く
み
取
り
便
所
を
使
用
さ

れ
て
い
て
下
水
道
に
切
り
替
え
る
か
た

は
、
工
事
費
に
対
す
る
助
成
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

❶
下
水
道
の
切
り
替
え
に
対
す
る
補
助
金

　

接
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

 

１
年
以
内　

３
万
円

 

２
年
以
内　

２
万
円

 

３
年
以
内　

１
万
円

　

新
築
し
て
か
ら
７
年
以
内　

７
万
円

❷
下
水
道
の
切
り
替
え
に
対
す
る
貸
付
金

　

大
便
器
１
つ
に
つ
き
40
万
円
以
内

　

総
額
４
０
０
万
円
以
内

※
❶
と
❷
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２４時間ずっと
私たちの生活を
見守り続けています

こんにちは、
下水道の役割を
ご説明します。

市の下水道整備が始まる以
前の川は、家庭からの生活
雑排水などにより、かなり
汚れていたそうです。

そうよね！！
私が子どものこ
ろより、今の方
がきれいよ！

各家庭から排出され
た汚水が、市内に張
り巡らされた下水
道管を通って集まっ
てくるんです。

終末処理場に集まった
水の汚れは、微生物に
食べてもらい、
最後に、消
毒されて、
川へ放流
されます。

さて、本市では、19年
度末で65,300戸が下
水道管に接続しています。
その整備面積は23.5㎢、
総延長は530kmにも
なります。

⬅公共ます

下水道管➡
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使
用
料
っ
て
何
に
使
わ
れ
る
の
？

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
下
水
道
使
用

料
は
、
下
水
道
管
、
ポ
ン
プ
場
、
終
末

処
理
場
の
維
持
や
修
繕
の
ほ
か
、
下
水

道
を
整
備
す
る
際
に
借
り
た
お
金
の
返

済
に
使
わ
れ
ま
す
。

下
水
道
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

日
時　

９
月
13
日
G
10
時
〜
15
時

（
模
擬
店
な
ど
の
無
料
チ
ケ
ッ

ト
配
布
は
14
時
30
分
ま
で
）

場
所　

扇
町
し
ら
さ
ぎ
広
場
（
扇
町
６

丁
目
、扇
町
管
理
セ
ン
タ
ー
内
）

内
容　

下
水
処
理
場
見
学
、
子
供
学

習
室
、
管か

ん

渠き
ょ

調
査
用
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
展
示
、
模
擬
店
、
ゲ
ー

ム
、
小
田
原
囃ば

や

子し

演
奏
、
小
田

原
ち
ょ
う
ち
ん
踊
り
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

Y
㈶
県
下
水
道
公
社
企
画
課

　

☎
０
４
６
３-

５
５-

７
２
１
１

　
（
内
線
２
３
４
）

自然の恵みが豊かな小田原市。その都市の環境を支えている下水道。
下水道の整備は昭和３４年から始まり、身近な川や海の環境を守り続けてきました。

今後もその維持と整備を進めていく必要があります。
９月１０日は『下水道の日』。この機会にもう一度、下水道を見つめてみましょう。

Y下水道総務課　☎３３-１６１１　

それらの管の一部には、
内部が老朽化でボロ
ボロになっているもの
もあります。

あっ！！学校で習っ
たけど、管の中を
調査や掃除してる
んだよね！！

さらに、調査結果に応
じて管やマンホール
の修理や交換をして
います。

知らなかったわぁ。
下水道を維持する
には、多く
の手間とお
金がかかっ
ているん
ですね。

これらの維持管理は、皆さんか
らの使用料で行っています。
今後も、生活環境と自然環境を
守っていきますので、ご協力のほ
どお願いします。

そうなんです。
維持するだけで
も大変なコストが
かかるんです。 

下水道って
大切だね！

カメラ
調査

⬅ガタつき

ひび割れ
⬅
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今世紀半ばには、約３人に１人が６５歳以上の高齢者になります。
ますます、「誰もが暮らしやすく、活力のあるまち」をつくることが求められます。
老人クラブやシルバー人材センターは、高齢者の皆さんが生きがいを持ち、ふれあい
を実感することができる場所です。この機会に、ぜひ加入してみませんか？
Y高齢介護課　☎３３-１８４１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
仕
事
を
通
じ

て
「
長
年
の
経
験
や
技
能
を
生
か

し
て
働
き
た
い
」「
地
域
社
会
に
貢
献
し

た
い
」「
生
き
が
い
の
充
実
を
図
り
た
い
」

…
老
人
ク
ラ
ブ
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
そ
う
い
っ
た
思
い
を
抱
い
て
い

る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
歩
み
続

け
て
い
ま
す
。

２級ホームヘルパー講座
受講者募集

　

登
録
し
て
６
年
半
に
な
り
ま
す
。
介
護
施
設

で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
向
け
の
調
理
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

出
勤
は
月
に
６
〜
７
日
程
度
、忙
し
い
毎
日

を
送
っ
て
い
ま
す
。責
任
感
の
重
さ
と
生
き
が

い
が
、自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。（
小
野
さ
ん
）

　

登
録
し
て
丸
４
年
が
経
ち
ま
し
た
。
介
護
施

設
で
シ
ー
ツ
や
タ
オ
ル
の
交
換
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
物
の
整
理
せ
い
と
ん
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

出
勤
は
月
に
８
日
ほ
ど
で
す
。
ご
年
配
の

か
た
と
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、

と
て
も
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

（
木
村
さ
ん
）

　

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
出
不
精
に
な
り
が

ち
な
高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
同
じ
地
域
の
同
年
代

の
か
た
と
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
よ
っ
て
地
域
の
た
め
に
〝
何

か
〞
を
感
じ
、
ほ
ん
の
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、

目
を
向
け
、
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
で
す
。
地
域

に
根
付
い
た
か
た
に
、
地
域
が
必
要
と
す
る
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
を
通
し
て
と
に
か
く
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自

由
に
何
で
も
言
い
合
え
る
交
流
の
場
、〝
友
だ

ち
感
覚
〞
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
新
た
な
〝
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
生

き
が
い
〞
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
ご
自
分
の
地
域

の
老
人
ク
ラ
ブ
に
顔
を
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

シ
ニ
ア
世
代
の
会
員
の
皆
さ

ん
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
約
１
，０
０
０
人
の

会
員
の
か
た
が
、
長
年
に
わ
た

り
培
っ
た
豊
か
な
知
識
や
経
験

を
生
か
し
、
地
域
社
会
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

☆
会
員
募
集

直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
内
在
住
、
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
、
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
か
た
が
対
象
で
す
。

年
会
費
は
２
，５
０
０
円
で
す
。

　

現
在
、
１
５
５
ク
ラ
ブ
が
活

動
し
て
お
り
、
清
掃
活
動
や
友

愛
訪
問
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
温
泉
旅
行
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
各
地
域
ご
と
に
行
っ

て
い
ま
す
。

☆
会
員
募
集

お
住
ま
い
の
地
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
か
、
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
事
務
局
に
直
接
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

シルバー人材センター会員

木村 和子さん（左）
小野 明子さん（右）

老人クラブ連合会会長

小瀬村 武二さん

日時・場所　１１月１２日D～１２月２２日B９：３０～１６：３０（全１８回）　　いそしぎ
対象　市内在住で就職を希望する６０代前半のかた５０人
申込　１０月２０日Bまで（必着）に、往復はがきに住所・氏名などを書いて、県

シルバー人材センター連合会まで郵送してください。
　　　（〒２３１-００２６　横浜市中区寿町１-４　　☎０４５-６３３-５４３２）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

老
人
ク
ラ
ブ

元気なまちを創ります元気なまちを創ります
が

高齢者の出会い・ふれあい・生きがいが、そこに

☎
49
２
３
３
３

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局　

☎
32
５
８
０
０



45

動
物
愛
護
週
間
は
、「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
、
命
あ
る
動
物
の
愛
護
と

適
正
な
飼
養
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

Y
環
境
保
護
課　

☎
33
１
４
８
１

　

興
味
本
位
で
飼
っ
た
が
手
に
負
え
な
い
、

子
ど
も
の
た
め
に
飼
っ
た
も
の
の
飽
き
て

し
ま
い
面
倒
を
見
切
れ
な
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
身
が
っ
て
な
放
し
飼
い
は
他
人

へ
危
害
を
加
え
る
危
険
性
が
あ
り
、
ふ
ん

尿
の
後
始
末
の
不
徹
底
は
感
染
症
な
ど
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の
〝
準

備
不
足
〞
が
、
動
物
の
立
場
を
追
い
込
ん

で
い
ま
す
。
家
族
の
一
員
が
増
え
る
そ
の

と
き
、
も
う
一
度
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

動
物
も
、
人
と
同
じ
尊
い
命
の
持
ち
主

で
す
。
正
し
い
飼
い
方
を
学
び
、
深
い
愛

情
を
注
ぎ
、
生
涯
を
終
え
る
そ
の
日
ま
で
、

温
か
く
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
核
家
族
化
の
進
行
、
飼
養
動
物
の
伴
侶

化
と
い
っ
た
現
状
を
踏
ま
え
、飼
い
主
、地
域
住
民
、

行
政
な
ど
動
物
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
か
た
が
た

と
と
も
に
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
人
と
動
物

の
調
和
の
と
れ
た
共
生
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
20
年
度
に
、「
神
奈
川
県
動
物

愛
護
推
進
計
画
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

計
画
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

●
引
き
取
り
数
減
少
へ
の
対
応

致
死
処
分
さ
れ
る
動
物
を
減
ら
す
た
め
、
不
妊

去
勢
手
術
な
ど
に
よ
る
繁
殖
制
限
の
普
及
啓
発

や
終
生
飼
養
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

●
所
有
明
示
措
置
の
推
進

犬
の
登
録
及
び
鑑
札
装
着
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

装
着
の
推
進
、
動
物
の
所
有
者
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
の
重
要
性
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

●
動
物
に
よ
る
危
害
や
迷
惑
の
防
止

飼
い
主
の
か
た
な
ど
に
動
物
の
適
正
な
飼
い
方

を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
動
物
に
関
す
る
危
害

や
苦
情
の
減
少
を
目
指
し
ま
す
。

●
遺
棄
・
虐
待
の
防
止

動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
い
方
の
徹
底
に
よ
り
、

遺
棄
や
虐
待
に
関
す
る
問
題
を
減
ら
す
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
飼
い
主
と
し
て
の
マ
ナ
ー
や
責

任
を
も
う
一
度
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

小田原獣医師会会長
ＯＫどうぶつ病院　獣医師

神谷 圭一さん

“家族の一員”として

見
つ
め
直
そ
う
！ 

動
物
と
の　
　

を

９
月
20
日
〜
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」

「人と動物の調和の
とれた共生」を
目指して

★飼う前に習性などをよく調べ、最期まで飼うことができるかを、よく考え
ていますか？
★鑑札や名札、マイクロチップなどを付け、飼い主が分かるようにしていま
すか？
★ふん尿や汚物は、適切に処理していますか？
★犬は放し飼いにせず、散歩するときは必ずリードを付け、行動を制御でき
る人が行っていますか？
★飼い猫が他人の敷地を荒らしたり、ふん尿で汚したりしないよう管理に努
めていますか？（迷惑をかけないよう屋内で飼うことも一つの方法です）

動
物
と
の　
　

を



67

　
「
救
急
の
日
」
は
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
57
年
に
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
市
消
防
本
部
の
救
急
出
場
件
数
は
、
平
成
19

年
中
は
９
，２
２
３
件
（
１
日
平
均
約
25
件
）
で
、

１
時
間
に
１
回
以
上
の
割
合
で
救
急
車
が
出
動
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
車
が
事
故
現
場
に
到
着
す
る
に
は

約
６
分
ほ
ど
か
か
り
ま
す
が
、
１
分
１
秒
の
遅
れ

が
傷
病
者
の
生
死
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

落
ち
着
い
て
、
正
確
に
１
１
９
番
通
報
す
る
こ

と
で
、
救
急
車
は
早
く
到
着
で
き
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
前
に
確
認
し
て
お
く
こ
と

　

次
の
こ
と
を
落
ち
着
い
て
、
正
確
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

■
火
災
・
救
急
の
区
別　

「
火
事
で
す
」
ま
た
は
「
救
急
で
す
」
と
は
っ
き

り
と
、
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

住
所
は
正
し
く
、
詳
し
く
。
目
印
に
な
る
店

の
名
前
な
ど
も
言
い
、
場
所
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
て
く
だ
さ
い
（
で
き
る
だ
け
２
つ
の
目
標

を
！
）。

■
関
係
者
、
傷
病
者
の
情
報

　

氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■
火
災
・
救
急
・
事
故
な
ど
の
状
況　

火
災
・
救
急
・
事
故
な
ど
の
状
況
を
正
確
に
、

分
か
り
や
す
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先　

「
私
の
名
前
は
、○
○
○
○
で
す
。
電
話
番
号
は
、

△
△-

□
□
□
□
で
す
（
特
に
携
帯
電
話
な
ど
か

ら
の
通
報
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
伝
え
る
）」
と

通
報
者
を
明
ら
か
に
し
て
、
伝
え
て
く
だ
さ
い
。 

救急の日（９月９日）に伴い、市民の皆さんととも
に救急業務や救急医療への理解と認識を深めます。

Y警防課　☎４９-４４４０

救急出場件数、搬送人員比較
年度等 平成１９年 平成１８年 前年比較

区分 出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員

事
故
種
別

火災事故 ８５件 １１人 ７２件 ８人 ＋１３件 ＋３人
自然災害事故 １件 １人 ０件 ０人 ＋１件 ＋１人
水難事故 ３件 ０人 １２件 ６人 －９件 －６人
交通事故 ９９９件 １，０３６人 １，１０３件 １，１４２人 －１０４件 －１０６人
労働災害事故 ８０件 ８１人 ９２件 ８９人 －１２件 －８人
運動競技事故 ９０件 ９３人 ９０件 ９７人 ０件 －４人
一般負傷事故 １，２０３件 １，１３３人 １，２０２件 １，１３５人 ＋１件 －２人
加害 １０１件 ９３人 ７１件 ６４人 ＋３０件 ＋２９人
自損行為 １４３件 １１８人 １１３件 ９１人 ＋３０件 ＋２７人
急病 ５，５４６件 ５，２７７人 ５，３０１件 ５，０２２人 ＋２４５件 ＋２５５人
転院搬送 ６９０件 ６９１人 ６６３件 ６６３人 ＋２７件 ＋２８人
医師搬送 ０件 ０人 ０件 ０人 ０件 ０人
資器材等輸送 １４件 ０人 ２１件 ０人 －７件 ０人
その他 ２６８件 １０人 ２５４件 １３人 ＋１４件 －３人
合計 ９，２２３件 ８，５４４人 ８，９９４件 ８，３３０人 ＋２２９件 ＋２１４人
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　まちを、地域を、市民の皆さんの命を守るために救急車は日夜、
走り続けています。
　さまざまな１１９番通報をいただきますが、その約６割を占め
るのが急病でご家族を気遣う通報や屋内外でのバイスタンダー
（患者の近くにいたかた）による通報です。
　この時期は残暑の影響もあり、熱中症なども多く見受けられ
ます。熱中症は体温調節が効かずに家の中で倒れてしまうこと
もあり、決して侮れません。
　緊急を要するとき、慌てずに落ち着いて、詳し
い状況を知らせてください。皆さん一人一人の
“かけがえのない命”、一緒に守り抜いていきま
しょう。
　また、そういったときこそ応急的な処置の重要
性が高まります。普通救命講習などを受講し、ぜひ、
その大切さを学んでいただきたいと思います。

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
も
増
加

　

加
入
者
の
増
加
で
、
国
民
の

２
人
に
１
人
が
持
つ
と
い
う
携

帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
の
移
動

電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
も
、

急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
移
動
電
話
は
通
報

者
の
現
在
地
が
分
か
り
づ
ら
い

場
合
が
多
く
、
災
害
発
生
場
所
を
聴
き
取
る
の
に

時
間
が
か
か
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
１
１
９
番
通
報
す
る

場
合
は
、
付
近
の
目
標
と
な
る
建
物
や
住
居
表
示

板
な
ど
に
示
さ
れ
て
い
る
所
在
地
を
確
認
し
て
か

ら
、
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

■
所
在
地
・
目
標
物
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

■
携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ま

し
ょ
う
。

■
運
転
中
に
通
報
す
る
場
合
は
、
安
全
な
場
所
に

一
旦
停
車
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
電
話
番
号
は
、
す
ぐ
言
え
る
よ
う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

■
高
速
道
路
を
走
行
し
て
い
る
場
合
は
、
方
向
、

上
り
、
下
り
な
ど
の
車
線
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
到
着
に
際
し
て

　

１
１
９
番
通
報
時
に
「
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な

い
で
欲
し
い
」
と
い
う
か
た
が
い
ま
す
が
、
サ
イ

レ
ン
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

救
急
車
・
消
防
車
は
、
緊
急
自
動
車
で
す
。
赤

色
灯
を
つ
け
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
行
す
る

よ
う
に
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
レ
ン
の
音
が
近
づ
い
て
き
た
ら
、
迅
速
か

つ
確
実
な
処
置
を
行
う
た
め
に
、
で
き
る
限
り
外

に
出
て
合
図
・
誘
導
を
し
て
く
だ
さ
い
。

命をつなぐ！
～通信指令室～
警備第２課長補佐（指令担当）

齊藤 充
みつ

行
ゆき

さん

救 急の日に関連して９月７
日A１０：００から１４：００ま

で、ダイナシティイースト１階にて
『救急フェア２００８』を開きます。
ぜひお越しください。

市
の
救
急
車
事
情
と
利
用
の
お
願
い

　

市
で
は
５
台
（
実
動
用
）
の
救
急
車
を
運
用
し

て
い
ま
す
。
１
１
９
番
の
出
動
要
請
を
受
け
る
と
、

最
寄
り
の
消
防
署
・
分
署
か
ら
救
急
車
が
出
動
し

ま
す
が
、
そ
の
救
急
車
の
出
動
中
に
、
同
じ
地
域

で
救
急
要
請
が
発
生
し
た
場
合
は
、
次
に
近
い
と

こ
ろ
か
ら
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

急
を
要
す
る
病
気
や
け
が
で
は
な
く
、
便
利
な

の
で
救
急
車
を
利
用
す
る
と
い
う
よ
う
な
出
動
が

増
え
る
と
、
生
命
に
危
険
が
あ
る
傷
病
者
を
待
た

せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

救
急
車
は
、
心
疾
患
、
脳
疾
患
な
ど
の
緊
急
を

要
す
る
病
気
や
大
出
血
を
伴
う
け
が
な
ど
で
生
命

に
危
険
が
あ
る
人
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。

　

救
急
車
の
利
用
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　緊急を要するとき、慌てずに落ち着いて、詳し
い状況を知らせてください。皆さん一人一人の
“かけがえのない命”、一緒に守り抜いていきま

　また、そういったときこそ応急的な処置の重要
性が高まります。普通救命講習などを受講し、ぜひ、
その大切さを学んでいただきたいと思います。

本当にあったこんな救急要請
１１９番通報内容 救急隊到着時の実際の状況

乗用車同士の交通事故
により、負傷者がいます。

事故当事者同士のトラブルから、
腹いせに救急要請。

０歳の娘が泣き止まないの
で救急車をお願いします。

泣き止まないだけで救急要請。緊
急性はなし。

主人が苦しがって、うなっ
ています。

「夢を見てうなされていただけ」と本
人談。

吐き気と嘔吐が続いてい
ます。

外出用に着替えて、ソファーに足を
組んで救急隊の到着を待っていた。

慢性的な腹痛が続いてい
ます。

両手に荷物を持った状態で自宅前
で救急車を待っていた。

「助けて！」の声で通報。 電気コタツに電気が入らないとの
こと。
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情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況

市
民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
応
じ
て
、
市
の
公
文

書
を
公
開
す
る
情
報
公
開
制
度
と
、
市
が
保
有

す
る
個
人
情
報
を
本
人
に
開
示
な
ど
を
す
る
個

人
情
報
保
護
制
度
。
こ
れ
ら
２
つ
の
制
度
の
平

成
19
年
度
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Y
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー（
総
務
課
内
）　

☎
33
１
２
８
８

【表１】情報公開制度の運用状況
請求内容 担当課 決定 非公開理由

1 建築計画概要書 建築指導課

公開
2

小田原市中高層建築物等の建築及
び開発事業に係る紛争の調停等に
関する条例に係る様式第１号に係る
写真綴り

開発審査課

3 小田原市指定ごみ袋仕様書 環境政策課
4 立入検査結果通知書 消防総務課

5 境界確認報告書 建設政策課 一部公開 印影偽造防止のため

【表２】個人情報保護制度の運用状況
請求内容 担当課 決定 不開示理由

1 市立病院のカルテ
経営管理課

開示
2 市立病院のレントゲン写真
3 家屋見取図調査書 資産税課

4 要介護認定に関する主治医意見書及び認定調査票 高齢介護課

5 協定道路同意書 建築指導課 一部開示

開示請求者以
外の個人情報
が含まれている
ため

●
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

　

情
報
公
開
制
度
に
よ
り
公
文
書
の
公
開
請
求
を
行
っ

た
か
た
は
２
３
８
人
、
請
求
件
数
は
５
４
４
件
で
し
た
。

　

主
な
請
求
内
容
・
処
理
状
況
は
、【
表
１
】
の
と
お

り
で
す
。

●
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　

市
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
の
開
示
の
請
求
を

行
っ
た
か
た
は
53
人
、
請
求
件
数
は
57
件
で
し
た
。
ま

た
、
市
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
の
内
容
の
訂
正
を

求
め
る
請
求
や
、
そ
の
取
り
扱
い
の
利
用
停
止
を
求
め

る
請
求
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

主
な
請
求
内
容
・
処
理
状
況
は
、【
表
２
】
の
と
お

り
で
す
。

　

ま
た
、
㈶
小
田
原
市
公
益
事
業
協
会
、
㈶
小
田
原
市

学
校
建
設
公
社
、
㈶
小
田
原
市
体
育
協
会
、
㈱
小
田
原

水
道
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
４
団
体
が
情
報
公
開
、
個

人
情
報
保
護
制
度
の
指
定
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
19
年
度
は
、
い
ず
れ
の
団
体
に
も
請
求
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

文　

加
藤
憲
一

　

就
任
以
後
、
心
を
砕
い
て
い
る
こ
と
の
ひ

と
つ
に
、
い
わ
ゆ
る
２
市
８
町
の
広
域
圏
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
に
固
有
の
歴
史
と
個
性
を
持
つ
２
市

８
町
を
エ
リ
ア
と
し
て
、
こ
こ
数
年
来
、
広

域
合
併
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
が
続
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
平
成
19
年
頃
か
ら
急
速
に
強

ま
っ
て
い
た
合
併
へ
の
動
き
は
、
私
が
市
長

に
就
任
し
、「
市
民
生
活
に
密
着
し
た
福
祉
・

医
療
・
教
育
な
ど
の
懸
案
事
項
の
解
決
を
優

先
さ
せ
て
頂
き
た
い
」
と
表
明
し
た
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
推
進
は
減
速
を
し
て
い
ま
す
。

８
月
４
日
に
行
わ
れ
た
２
市
８
町
の
首
長
に

よ
る
合
併
検
討
会
で
も
、
22
年
３
月
と
い
う

合
併
新
法
の
期
限
内
合
併
に
と
ら
わ
れ
ず
、

方
針
を
決
め
て
ゆ
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
「
合
併
の
機
運
し
ぼ
む
」「
後
退
」
な
ど
の
声

も
き
か
れ
ま
す
が
、
私
は
、
こ
の
地
域
圏
が

よ
り
確
か
な
絆
で
一
体
化
を
果
た
し
て
ゆ
く

た
め
に
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
時
代
の
変
化

に
適
応
し
た
地
域
運
営
の
仕
組
み
を
創
り
地

域
住
民
の
暮
ら
し
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す

る
た
め
に
、
今
こ
こ
で
し
っ
か
り
と
時
間
を

広
域
圏
の
強
い
絆
を

SHISEI
～至誠・市政～
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議
会
の
傍
聴
機
会
の
拡
大
を
図

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
迅
速
か

つ
正
確
な
市
政
情
報
を
提
供
す

る
た
め
、
９
月
２
日
C
に
開
会

す
る
９
月
定
例
会
か
ら
、
本
会

議
の
よ
う
す
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
配
信
し
ま
す
。

Y
議
会
総
務
課　

☎
33
１
７
６
１

■
視
聴
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
で
、
市
議
会
公
式
サ
イ

ト（http://w
w
w
.city.odaw

ara.
 
ka
n
a
g
a
w
a
.jp
/c
ityc

o
u
n
c
/

 
gikai.htm

l

）
に
ア
ク
セ
ス

②
サ
イ
ト
内
の「
議
会
中
継
」の
バ
ナ
ー

を
選
択

③
視
聴
し
た
い
映
像
（
ラ
イ
ブ
、
録
画

な
ど
）
を
選
択

④
視
聴
を
開
始

■
そ
の
他

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
は
、
Ａ
Ｄ

Ｓ
Ｌ
接
続
以
上
の
高
速
回
線
で
の
ご

利
用
を
お
薦
め
し
ま
す
。

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
混
雑
や
、
接
続
し

て
い
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
状
況
、
パ

ソ
コ
ン
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
、
メ
モ
リ
ー
な
ど

が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
、
う
ま
く

視
聴
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

議
会
映
像
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を

開
始

■公開予定の映像と内容
映像の種類 公開時期 概要

ライブ映像 本会議開会
中のみ

本会議開会から終了
まで議場のようすを、
そのまま放送します。

録画映像

本会議終了
後、おおむね
５日以内

日付や議員名などか
ら、見たい場面を検
索できます。

定例会
閉会後
約４か月後

会議録と議会映像が
セットになり、映像と
リンクした会議録の
発言部分が同時に
表示されます。

※録画映像では、日程（開催年、定例会、臨時会など）・キー
ワード（発言内容）・発言者別など、さまざまな条件指定
により、視聴したい映像の検索が可能となります。

委員会の会議録を
インターネットで公開します

現在、市議会公式サイトでは定例
会などにおける本会議の会議録を
公開していますが、９月から新たに
常任委員会（総務・厚生文教・建
設経済）の会議録も公開します。
なお、市役所の行政情報センター
でも本会議や常任委員会の会議録
が閲覧できます。

※イメージ画像です。

か
け
、
礎
を
築
い
て
進
む
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
・
税
収
減
少
な

ど
の
社
会
的
趨す
う

勢せ
い

の
中
、
こ
れ
ま
で
行
政
が

担
っ
て
き
た
様
々
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
担
っ
て
頂
き
、
共
に

社
会
を
支
え
て
ゆ
く
「
協
働
」
の
形
を
、
地
域

の
中
に
育
て
て
い
か
な
く
て
は
、
今
後
の
地

方
都
市
の
先
行
き
は
開
け
ま
せ
ん
。「
持
続
可

能
な
市
民
自
治
の
ま
ち
」
を
掲
げ
て
い
る
所

以
で
す
が
、
そ
の
取
り
組
み
は
、
顔
の
見
え

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
（
連
合
自
治
会
・

小
学
校
区
な
ど
）
で
行
っ
て
こ
そ
、
効
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
田
原
に
お
い
て
、「
持
続
可
能
な
市
民

自
治
の
ま
ち
」
の
基
本
的
な
仕
組
み
が
先
行

導
入
さ
れ
、
人
口
１
万
人
程
度
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
礎
と
し
て
市
民
生
活
を
共

に
支
え
あ
っ
て
ゆ
け
る
地
域
運
営
が
実
現
で

き
れ
ば
、
と
か
く
広
域
合
併
の
弊
害
と
し
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
「
市
民
生
活
の
末
端
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
か
な
く
な
る
」
懸
念

は
大
幅
に
解
消
さ
れ
、
広
域
化
に
よ
る
様
々

な
メ
リ
ッ
ト
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
る
準
備
が

整
う
こ
と
で
し
ょ
う
。「
急
が
ば
回
れ
」
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
現
段
階
で
着
手
の
で
き
る
、

地
域
医
療
、
消
防
、
ゴ
ミ
処
理
、
防
災
、
交

流
人
口
の
拡
大
な
ど
の
連
携
分
野
に
も
着
実

に
取
り
組
ん
で
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

富
士
・
箱
根
・
丹
沢
・
曽
我
丘
陵
に
抱
か

れ
、
水
系
を
共
有
し
、
歴
史
と
文
化
の
厚
い

堆
積
を
誇
り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
産
業
が
存

在
し
、
交
通
至
便
・
気
候
温
暖
な
、
国
内
で

も
比
類
な
き
豊
か
さ
を
も
つ
２
市
８
町
の
広

域
圏
。
一
体
化
に
伴
い
総
合
力
が
十
全
に
発

揮
さ
れ
、
地
域
住
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
が
実

現
さ
れ
る
よ
う
、
各
市
町
の
経
験
豊
富
・
個

性
豊
か
な
首
長
諸
先
輩
方
と
協
力
し
な
が
ら
、

着
実
に
歩
み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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本
市
で
は
６
月
か
ら
７
月
ま
で
に
全
９

回
の
市
民
説
明
会
を
行
い
、
約
４
２
０
人

の
か
た
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

各
団
体
の
依
頼
に
よ
り
約
３
７
０
人
の
か

た
を
対
象
に
、
本
市
と
し
て
の
市
町
合
併

の
考
え
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、「
合
併
特
例
法
の
期

限
（
平
成
22
年
３
月
末
）
ま
で
に
合
併
で

き
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
欲
し
い
」「
合

併
に
よ
る
課
題
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
い

情
報
が
必
要
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
は
今
後
詳
し
く
お
伝
え

し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
２
市
８
町
で

合
併
の
検
討
を
続
け
ま
す

　

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
で
住
民
説
明
会
が
行

わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
８
月
４
日
に
平

成
20
年
度
第
１
回
委
員
会
（
会
長
・
加
藤

憲
一
小
田
原
市
長
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
２

市
８
町
の
枠
組
み
で
検
討
を
続
け
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
３
月
末
ま
で
に
合
併

の
方
向
性
を
示
す
た
め
の
調
査
・
研
究
と

し
て
、
加
藤
会
長
か
ら

❶
住
民
説
明
会
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
集

Y
企
画
政
策
課　

☎
33
１
２
３
９

郷
土
文
化
館
で
は
今
秋
、
益
田
鈍
翁
の
生
誕
１
６
０
年
を
記
念
し
て
、
松
永
記

念
館
で
特
別
展
を
開
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
鈍
翁
の
人
物
像
と
、
鈍
翁
か
ら
始
ま
っ
た
小
田
原
の
近
代
茶
道
の

歩
み
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

Y
郷
土
文
化
館　

☎
23
１
３
７
７

　

鈍
翁
が
掃
雲
台
に
移
り
住
む
と
、
鈍
翁

と
親
し
い
山
縣
有
朋
、
野
崎
幻
庵
、
原
三

渓
ら
各
界
の
名
士
た
ち
も
小
田
原
、
箱
根

に
住
み
、
別
荘
を
構
え
て
、
茶
人
文
化
が

花
開
き
ま
し
た
。

　

鈍
翁
は
、
掃
雲
台
で
茶
会
を
開
い
て
人

を
招
き
、
収
集
し
た
美
術
品
を
惜
し
げ
も

な
く
公
開
し
、
世
間
か
ら
『
利
休
以
来
の

大
茶
人
』
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
晩
年
に
な
る
と
、
そ
の
茶
は

次
第
に
わ
び
た
茶
へ
と
発
展
し
、
な
す
こ

と
ま
で
も
が
静
寂
を
極
め
る
と
い
う
境
地

に
達
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
一
昨
年
も
去
年
も
今
年
も　

一
昨
日

も
昨
日
も
今
日
も　

茶
に
暮
ら
し
け
り

…
…
」

　

茶
会
に
は
、
後
に
板
橋
に
老
欅
荘
を
建

て
る
こ
と
に
な
る
松
永
耳
庵
も
呼
ば
れ
ま

し
た
。
耳
庵
が
茶
の
湯
を
始
め
た
の
は
60

歳
。
そ
の
き
っ
か
け
も
、
鈍
翁
が
い
さ
さ

か
強
引
に
引
き
込
ん
だ
感
が
あ
り
ま
し
た

が
、鈍
翁
は
耳
庵
の
中
に
『
近
代
数
寄
者
』

の
後
継
者
と
し
て
の
素
質
を
見
い
だ
し
て

い
ま
し
た
。
当
初
は
茶
道
に
関
す
る
知
識

が
な
か
っ
た
耳
庵
は
、
実
業
界
で
見
せ
た

生
誕
１
６
０
年
、
益ま

す

田だ

鈍ど
ん

翁の
う

の
記
憶

〜
Ｄド

ゥ
ーｏ　

Ｙユ
ーｏ

ｕ　

Ｋ
ノ
ウｎｏ

ｗ　

鈍
翁
？ 

③ 

〜

勤
勉
さ
を
こ
こ
で
も
発
揮
し
て
、
鈍
翁
の

茶
や
古
美
術
の
知
識
を
吸
収
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

耳
庵
は
後
年
、
鈍
翁
の
茶
の
湯
に
つ
い

て
、「
翁
の
茶
事
の
特
色
を
為
す
も
の
は

客
を
愛
し
、
客
の
喜
ぶ
の
を
喜
ぶ
と
云
う

こ
と
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
耳
庵
の
茶
の
湯
の
中
で
も
、
精
神
的

な
柱
と
し
て
大
切
に
引
き
継
が
れ
て
い
き

ま
し
た
。

鈍
翁
ゆ
か
り
の
品
や
情
報
を
お
持
ち
の
か

た
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
郷

土
文
化
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

柳瀬山荘に鈍翁（右）を招いた耳庵（左）

合
併
検
討
会
情
報 

〜
今
後
の
検
討
に
向
け
て
〜

約
と
検
証

❷
合
併
後
に
生
じ
た
課
題
と
そ
の
解
決
策

の
先
進
事
例
の
検
証

❸
任
意
合
併
協
議
会
※
の
あ
り
方
の
研
究

と
い
う
３
つ
の
提
案
が
あ
り
、
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
提
案
の
ほ
か
に
県
西
地
域
の
将

来
像
や
広
域
連
携
の
推
進
に
つ
い
て
も
さ

ら
に
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
必
要
と
い
う
意

見
も
挙
げ
ら
れ
、
今
後
協
議
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
県
西
地
域
合

併
検
討
会
の
検
討
状
況
な
ど
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.o

d
a
w
a
ra
.

ka
n
a
g
a
w
a
.jp
/g
a
p
p
e
i/

※
任
意
合
併
協
議
会
と
は
、
行
政
・
議
員
・
住

民
が
一
緒
に
な
り
、
合
併
に
向
け
て
具
体
的

な
検
討
を
行
う
組
織
で
す
。
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Y
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
22
１
３
９
１

　

年
金
記
録
を
確
認
す
る
た
め
の
『
ね

ん
き
ん
特
別
便
』（
緑
色
の
封
筒
）
が
10

月
ま
で
に
、
す
べ
て
の
現
役
加
入
者
に

届
き
ま
す
。

　

自
営
業
、
専
業
主
婦
、
学
生
な
ど
の

か
た
は
直
接
、
本
人
の
住
所
に
届
け
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
社
勤
め
の
か
た
に
は
、
所

属
先
（
協
力
が
得
ら
れ
た
場
合
）
ま
た

は
直
接
、
本
人
の
住
所
に
届
き
ま
す
。

　

年
金
記
録
に
「
漏
れ
」
や
「
間
違
い
」

が
な
い
場
合
も
、
回
答
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

『
ね
ん
き
ん
特
別
便
』

防
災
メ
モ  

〜
県
内
の
活
断
層
を
ご
存
じ
で
す
か
〜

　

さ
ら
に
、
縦
ず
れ
断
層
は
正
断
層
と
逆
断

層
に
、
横
ず
れ
断
層
は
右
横
ず
れ
断
層
と
左

横
ず
れ
断
層
に
分
類
で
き
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
中
国
・
四
川
大
地
震
を
発
生

さ
せ
た
断
層
は
逆
断
層
タ
イ
プ
で
、
龍
門
山

断
層
（
ロ
ン
メ
ン
シ
ャ
ン
断
層
）
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
も
、

岩
手
県
南
部
か
ら
宮
城
県
北
部
に
ま
た
が
っ

て
存
在
す
る
逆
断
層
タ
イ
プ
の
活
断
層
に

よ
っ
て
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
県
内
の
主
な
活
断
層
に
は
、
ど
の

よ
う
な
タ
イ
プ
が
存
在
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

三
浦
半
島
で
確
認
さ
れ
て
い
る
断
層
群
は
、

北
西̶

南
東
方
向
に
延
び
、
断
層
の
南
側
が

相
対
的
に
西
の
方
向
に
動
く
右
横
ず
れ
断
層

タ
イ
プ
で
す
。

　

県
中
央
部
に
は
伊
勢
原
断
層
が
南
北
方
向

に
、
県
西
部
の
丹
沢
山
地
の
南
麓
か
ら
大
磯

丘
陵
西
縁
に
か
け
て
は
神か

ん

縄な
わ

・
国
府
津̶
松

田
断
層
帯
が
北
西̶

南
東
方
向
に
延
び
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
断
層
は
、
す
べ
て
逆
断
層

タ
イ
プ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
県
内
で
は
逆
断
層
と
横
ず

れ
断
層
タ
イ
プ
の
活
断
層
が
発
達
し
て
い

Y
温
泉
地
学
研
究
所　

☎
23
３
５
８
８　
　

防
災
対
策
課　

☎
33
１
８
５
５

の
確
認
を

お
忘
れ
な
く
！　

ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
運
動

が
地
下
の
岩
盤
を
相
模
湾
の
方
向
か
ら

水
平
に
圧
縮
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し

て
い
ま
す
。

【
お
わ
び
と
訂
正
】　

広
報
お
だ
わ
ら
い
ふ
８
月
15
日
号
２
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
・
赤
ち
ゃ
ん
ダ
ー
ビ
ー
参
加
者
募
集
」
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
は
、
正
し
く
は
「su

p
o
re
ku
@
c
ity.o

d
a
w
a
ra
.ka
n
a
g
a
w
a
.jp

」
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

温泉地学研究所では、県内
の活断層付近の地震活動や
神縄・国府津－松田断層帯
にかかわる測量などの観測を
行っています。
観測結果は、温泉地学研究
所のホームページで、ほぼリ
アルタイムにご覧いただけます。

http://www.onken.odawara.kanagawa. jp/

　

県
内
の
断
層
は
、
ず
れ
の
方
向
に
よ
り
、

縦
ず
れ
断
層
と
横
ず
れ
断
層
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
時
代
で
、
人

の
心
の
〝
よ
り
ど
こ
ろ
〞
と
な
っ

て
き
た
民
俗
芸
能
。

小
田
原
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
俗

芸
能
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
民
俗

芸
能
の
後
継
者
育
成
に
取
り
組
む

小
田
原
民
俗
芸
能
保
存
協
会
で
は
、

加
盟
す
る
７
団
体
が
集
ま
り
、
若

手
後
継
者
や
小
・
中
学
生
が
日
ご

ろ
の
練
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

Y
文
化
財
課　

☎
33
１
７
１
４

　

小
田
原
民
俗
芸
能
保
存
協
会

　

実
行
委
員
会　

☎
43
０
９
５
６

代
表
：
川
久
保
昌
之　

☎
42
０
１
３
７

　

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
「
囃
子

獅
子
舞
」
の
系
統
で
西
湘
地
区
で

は
曽
我
別
所
だ
け
の
貴
重
な
芸
能

で
す
。

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

小
田
原
の
伝
統
が
、

〝
時
〞を
つ
な
ぐ
！

日時：１０月５日h開演１３:００（開場１２：３０）
場所：生涯学習センターけやき　

民俗芸能保存協会  後継者育成発表会

曽
我
別
所

寿
獅し

子し

舞
保
存
会

代
表
：
秋
山
定
之　

☎
74
４
６
５
１

　

童
謡
「
お
猿
の
か
ご
や
」
で
知

ら
れ
る
小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
を
守

り
広
め
る
た
め
考
案
さ
れ
た
郷
土

芸
能
で
す
。

　

小
さ
な
子
ど
も
で
も
、
す
ぐ
に

踊
れ
ま
す
。

小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
踊お

ど
り

保
存
会

代
表
：
日
比
野
幸
子　

☎
36
４
８
７
８

　

農
家
の
女
性
た
ち
が
田
植
え

の
調
子
を
取
る
た
め
に
歌
っ
た

も
の
で
す
。

　

歌
詞
に
は
農
作
業
の
よ
う
す
や

鶴
亀
、
豊
作
へ
の
祈
り
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

代
表
：
末
弘
勝　

☎
34
０
４
１
３

　

大
漁
木
遣
唄
は
相
模
湾
の
漁
民

に
古
く
か
ら
歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

漁
業
の
仕
事
唄
と
婚
礼
や
神
社

祭
礼
時
の
儀
式
唄
を
兼
ね
、
全
国

的
に
も
珍
し
い
も
の
で
す
。

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

代
表
：
宮
川
俊
一　

☎
29
０
６
６
０

　

福
お
ど
り
は
根
府
川
の
道
祖
神

祭
で
子
ど
も
た
ち
が
踊
っ
て
い
ま

し
た
。
一
時
の
中
断
を
経
て
、
小

学
４
・
５
・
６
年
生
が
１
月
14
日
の

ど
ん
ど
焼
き
で
踊
っ
て
い
ま
す
。

栢
山

田
植
歌
保
存
会

小
田
原
市
山
王
原

大た
い

漁り
ょ
う

木き

遣や
り

唄う
た

保
存
会

根
府
川
寺
山
神
社

鹿か

島し
ま

踊お
ど
り

保
存
会

代
表
：
岸
忠
義　

☎
43
０
９
５
６

　

江
戸
時
代
、
関
西
か
ら
人
形
遣

い
の
一
行
が
興
行
の
途
中
に
下
中

村
に
伝
え
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。

　

大
阪
の
文
楽
と
同
じ
く
３
人
遣

い
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

代
表
：
下
田
誠
一　

☎
34
２
８
２
０

　

多
古
白
山
神
社
の
祭
囃
子
で
、

江
戸
葛
西
囃
子
系
の
小
田
原
囃
子

で
す
。
今
年
の
夏
に
は
、
全
国
こ

ど
も
民
俗
芸
能
大
会
に
関
東
地
区

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

か
な
が
わ
民
俗
芸
能
50
選

相
模
人
形
芝
居

下
中
座

小
田
原
囃ば

や

子し

多
古
保
存
会
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ニュース

　

小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
に
「
キ
ッ
ズ

セ
ー
フ
テ
ィ
マ
ッ
プ
」
を
配
布
し
ま
す
。

こ
の
冊
子
は
、小
学
生
向
き
に「
防
犯
、防
災
、

交
通
事
故
」
に
対
す
る
知
識
と
「
安
全
マ
ッ

プ
の
作
り
方
」
を
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て
、

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、子
ど
も
た
ち
自
身
が「
安
全
マ
ッ

プ
」
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
、
住
宅
地
図

デ
ー
タ
を
使
用
し
た
各
小
学
校
区
の
白
地

図
を
添
付
し
て
い
ま
す
。
通
学
路
上
の
危

険
箇
所
や
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
！
こ
ど
も
１
１
０
番

か
け
こ
み
所
」
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に

逃
げ
込
め
る
安
全
な
場
所
、
地
震
な
ど
の

災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
の
避
難
場
所
を
調

べ
、
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
具

体
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
自
身
が
通
学
路
を
中
心
と

し
た
安
全
な
場
所
と
危
険
な
箇
所
に
気
づ

き
、
知
り
、
対
処
で
き
る
方
法
を
身
に
着

け
る
と
と
も
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が

連
携
し
て
温
か
く
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、

と
も
に
学
び
、
安
心
、
安
全
な
小
田
原
を

実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

学
校
で
の
社
会
科
の
授
業
や
総
合
学
習

あ
る
い
は
家
庭
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
地

域
の
「
危
険
な
場
所
」
と
「
身
を
守
る
場

所
」
を
自
分
の
目
で
見
て
再
点
検
し
、
安

全
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
安
全
を
自
分
の
目
で
確
か
め
よ
う
！

〜
キ
ッ
ズ
セ
ー
フ
テ
ィ
マ
ッ
プ（
小
田
原
市
版
）を
ご
活
用
く
だ
さ
い
〜

Y
学
校
保
健
課　

☎
33
１
６
９
１

　

ま
も
な
く
食
欲
の
秋
。
食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

出
来
事
が
続
く
今
、
そ
の
道
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
志

す
か
た
の
存
在
は
、
と
て
も
心
強
い
限
り
で
す
。
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
で
安
全
な
食
事
が
で

き
る
よ
う
に
日
々
、
栄
養
の
勉
強
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
「『
ア
レ
ル
ギ
ー
の
か
た
の
た
め
の
食
事
』
や
『
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
で
も
簡
単
に
作
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
』
が

ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
で
す
。
簡
単
メ
ニ
ュ
ー
で
は
市
販
の

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
を
ス
ー
プ
に
と
い
う
よ
う
な
面
白
い

試
み
も
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
保
育
園
や
幼
稚
園

で
子
ど
も
た
ち
を
栄
養
士
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
熊く

ま
が
い谷

里
実
さ
ん
、
栄
町
在
住
）

　
「
ゼ
ミ
で
は
『
児
童
文
学
と
食
べ
物
づ
く
り
』
を
学

ん
で
い
ま
す
。
魔
女
の
宅
急
便
の
キ
キ
の
ケ
ー
キ
や

天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
に
出
て
く
る
目
玉
焼
き
パ
ン
な

ど
、
絵
本
の
思
い
出
を
料
理
で
再
現
し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
で
夢
が
あ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
、
心
の
栄
養
の
大
切
さ
を
学
び
続
け
て

い
き
ま
す
」（
藤
田
愛
さ
ん
、
曽
比
在
住
）

　
「
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
『
発
酵
食
品
に
つ
い
て
』。
枝

豆
か
ら
味
噌
を
造
っ
た
り
な
ど
、
と
て
も
ユ
ー
モ
ア

が
あ
っ
て
面
白
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
卒
業
後
は
、

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
現
場
で
、

出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
を
第
一
に
考
え
な
が
ら
栄
養
士

と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
後
藤

奈
津
美
さ
ん
、
秦
野
市
在
住
）

　
「
8
月
に
行
わ
れ
た
『
第
2
回
お
だ
た
ん
食
育
村
』

で
は
、
小
学
生
の
親
子
の
皆
さ
ん
に
手
作
り
う
ど
ん

体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夏
休
み
の
よ
い
思

い
出
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
2
月
に
開
催
予

定
の
第
3
回
食
育
村
で
は
、
若
い
女
性
の
か
た
と
食

事
づ
く
り
を
し
ま
す
」
と
柔
ら
か
な
笑
顔
で
答
え
て

く
れ
た
3
人
。
未
来
の
〝
食
育
の
担
い
手
〞
を
予
感

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

みなぎる可能性、描く夢、
そして、奏でる未来。
このコーナーでは、
若者たちの活躍する姿や
メッセージをお届けします。

小
田
原
女
子
短
期
大
学

食
物
栄
養
学
科（左から）後藤さん、藤田さん、熊谷さん
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身
近
に
あ
る  

小
田
原
の
史
跡

〜
久
野
・
二
川
地
区
編
〜

　

扇
町
の
白
山
神
社
の
近
く
に
あ
る
お
じ
さ

ん
の
家
に
遊
び
に
や
っ
て
来
た
太
郎
君
。
お

じ
さ
ん
か
ら
久
野
・
二
川
地
区
の
史
跡
の
話

し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

太
郎　

あ
っ
、
太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
る
！

お
じ　

そ
う
だ
ね
。
太
鼓
と
鉦か

ね

、
そ
れ
に
笛

の
音
色
、
白は

く
さ
ん山

神
社
の
祭
囃
子
の
練
習
が
始

ま
っ
た
の
か
な
。
白
山
神
社
は
多
古
の
鎮
守

で
、
10
月
上
旬
（
今
年
は
12
日
）
の
祭
礼
で

小
田
原
囃
子
が
奉
納
さ
れ
る
ん
だ
。
多
古
の

小
田
原
囃
子
は
江
戸
時
代
中
期
に
江
戸
か
ら

伝
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
地
元
の
人
の
愛
情

と
熱
意
で
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
ん

だ
よ
。

太
郎　

そ
う
か
ぁ
、伝
統
あ
る
音
色
な
ん
だ
ね
。

　

お
祭
り
と
言
え
ば
、
前
に
お
じ
さ
ん
に
井

細
田
の
お
祭
り
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
よ
ね
。
ち
ょ
う
ち
ん
が
い
っ

ぱ
い
の
所
。

お
じ　

あ
あ
、
足あ

し

下さ
げ

地
蔵
尊
の
こ
と
だ
ね
。

お
祭
り
は
、
１
月
24
日
と
８
月
24
日
だ
っ
た

私
た
ち
の
身
近
に
数
多
く
残
る
史
跡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
成
り
立

ち
や
先
人
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
静
か
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

日
々
変
化
す
る
ま
ち
な
み
の
中
で
、
郷
土
の
歴
史
を
記
憶
に
と
ど
め
、

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
久
野
・
二
川
地
区
。

Y
文
化
財
課　

☎
33
１
７
１
４

か
な
。本
尊
の
お
地
蔵
さ
ん
は
、22
㎝
の
像
で
、

一
方
の
足
を
あ
ぐ
ら
に
組
ん
で
、
も
う
一
方

の
足
は
下
げ
て
い
る
ん
だ
。
鎌
倉
時
代
に
造

ら
れ
た
と
銘
記
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。
江
戸

時
代
に
城
主
稲
葉
正
則
が
同
型
の
大
型
像
を

造
ら
せ
て
、
胎
内
に
納
め
て
信
仰
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
は
、

別
名
は
な
と
り
地
蔵
、
延
命
地
蔵
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
よ
。

太
郎　

へ
ぇ
、
そ
う
な
ん
だ
。
あ
そ
こ
で
お

水
を
く
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
た
よ
。

お
じ　

そ
う
だ
ね
。
境
内
の
わ
き
水
は
延
命

水
と
し
て
人
気
が
あ
る
ん
だ
よ
。

太
郎　

僕
も
飲
ん
で
み
た
い
!!

お
じ　

そ
う
か
、
き
っ
と
長
生
き
で
き
る
ね
。

と
こ
ろ
で
太
郎
は
本
光
寺
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
る
か
い
？ 

お
じ
さ
ん
が
小
さ
い
こ
ろ
に
は
、

本
光
寺
の
御お

会え

式し
き

の
万ま

ん

灯ど
う

行
列
を
見
に
行
く

の
が
楽
し
み
だ
っ
た
ん
だ
。
昭
和
40
年
ご
ろ

を
最
後
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん

だ
よ
。

太
郎　

御
会
式
？ 

万
灯
？

お
じ　

御
会
式
と
い
う
の
は
、
日
蓮
聖
人
の

命
日
（
10
月
13
日
）
を
中
心
に
行
わ
れ
る
法
要

の
こ
と
で
、
本
光
寺
で
は
12
日
に
行
わ
れ
て

い
た
ん
だ
。
夜
に
は
、
明
か
り
を
と
も
し
た

宝
塔
を
紙
で
造
っ
た
花
で
飾
り
付
け
し
、
纏

ま
と
い

や
太
鼓
の
音
色
に
先
導
さ
れ
て
練
り
歩
く
万

灯
行
列
が
、大
変
な
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
ん
だ
よ
。

太
郎　

昔
は
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
っ
た
ん

だ
ね
。

お
じ　

そ
う
だ
、
久
野
に
変
わ
っ
た
慣
習
が

あ
っ
た
そ
う
だ
よ
。
虫
塚
さ
ん
と
呼
ば
れ
る

祠ほ
こ
ら（
供く

養よ
う

塔と
う

）
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
江
戸
時

代
に
は
、
そ
こ
に
水
田
地
帯
の
町
田
村
な
ど

か
ら
稲
の
害
虫
を
虫
送
り
す
る
行
列
が
や
っ

て
来
た
そ
う
な
ん
だ
。
ほ
か
に
も
、
子
ど
も

の
か
ん
の
虫
、
夜
泣
き
や
病
気
を
治
め
る
と

し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
ん
だ
。
お
礼
に
、
二

股
大
根
を
さ
さ
げ
る
風
習
が
あ
る
ん
だ
よ
。

太
郎　

面
白
い
!!

お
じ　

久
野
・
二
川
地
区
だ
け
で
は
な
く
、

小
田
原
に
は
た
く
さ
ん
の
お
祭
り
や
年
中
行

事
が
あ
る
ん
だ
。
調
べ
て
み
る
と
い
い
よ
。

14

虫塚さん白山神社本光寺足下地蔵尊　絵・順正

『身近にある 小田原の史跡 川西版』を
刊行しました

この本を片手に、小田原のまちを歩い
てみませんか。

販売場所
行政情報セン
ター（市役所４
階）、市立図書
館、かもめ図
書館、文学館
／１冊７００円
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注目の情報をお届け！

クローズアップ

　

10
月
１
日
か
ら
、
仕
事
や
学
業
な
ど
で
昼
間
、
お
住

ま
い
の
市
町
で
証
明
書
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
い
か
た

の
た
め
に
、最
寄
り
の
行
政
窓
口
（
小
田
原
市
、大
井
町
、

箱
根
町
）
で
、
左
表
の
証
明
書
な
ど
の
交
付
を
受
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。

・
・
・
・
・

受
付
日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
12
月
29
日
か
ら
１

月
３
日
ま
で
は
除
き
ま
す
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

手
数
料　

交
付
請
求
し
た
住
民
の
住
所
地
・
本
籍
地

の
市
町
の
手
数
料
条
例
に
基
づ
く
金
額

取
扱
窓
口　

小
田
原
市
、
大
井
町
、
箱
根
町
の
本
庁
舎

と
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
市
民
窓
口

Y
市
民
窓
口
課　

☎
33
１
３
８
１

「
広
域
証
明
発
行
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
！

〜
小
田
原
市
、
大
井
町
、
箱
根
町
の

身
近
な
手
続
き
が
、
よ
り
便
利
に
な
り
ま
す
〜

取扱業務
（小田原市、大井町、箱根町に住所を有するかたに限ります）

次の証明書などが
取れます 次のかたが請求できます

住民票の写し
※住民票の除票は除
きます。

本人及び同一世帯のかた
※除票者は除きます。

印鑑登録証明書 本人及び同一世帯のかた

戸籍全部事項
証明書
（戸籍謄本）

戸籍個人事項
証明書
（戸籍抄本）
※小田原市、大井町、
箱根町に本籍があ
るかたに限ります。
※除籍・改製原戸籍
は除きます。

小田原市、大井町、箱根
町のいずれかに住民登録
または外国人登録がある
かたのうち
○本人及び同一戸籍のかた
○戸籍の記載により現在、
配偶者であることが確認
できる外国人のかた

※除籍者は除きます。

※代理人による請求、第三者からの請求、公用の請求
は受け付けません。

※窓口に来られるかたの本人確認をしますので、運転免
許証などをご持参ください。

※印鑑登録証明書の請求の際は、印鑑登録証が必要
です。

張
れ
よ
！
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
何
よ
り
も

フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
励
ま
し
に
勇
気

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
」　　

　

昨
年
、
今
年
と
地
元
小
田
原
で
の
凱が

い

旋せ
ん

試
合
も

経
験
。「
と
て
も
、緊
張
し
ま
し
た
（
苦
笑
）。
で
も
、

ふ
る
さ
と
で
試
合
が
で
き
る
こ
と
は
本
当
に
あ
り

が
た
い
で
す
し
、
そ
の
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま

し
た
」
日
々
の
鍛
錬
を
惜
し
ま
な
い
努
力
の
人
。

　
「
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
、
決
し
て
あ
き
ら
め

ず
に
突
き
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
必
ず
、
か
な
い
ま

す
」
お
だ
わ
ら
っ
子
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
託
し
て
く

れ
た
20
歳
の
若
武
者
は
「
僕
も
〝
小
田
原
出
身
〞

と
い
う
誇
り
を
胸
に
、
頑
張
り
ま
す
！
」
と
締
め

く
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

自
身
の
可
能
性
と
小
田
原
市
民
の
夢
を
乗
せ
た

大
き
な
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
、
東
京
ド
ー
ム
で
放
つ
そ

の
瞬と

間き

ま
で
。
頑
張
れ
、
田
中
選
手
!!

　

１
７
８
㎝
、
81
㎏
。

涼
し
い
笑
顔
と
は
好

対
照
な
真
っ
黒
に
日

焼
け
し
た
両
腕
と
た

く
ま
し
い
太
も
も
。

も
の
の
ふ
（
武
士
）

の
風
格
が
漂
う
そ

の
姿
は
、
プ
ロ
野
球

伝
統
球
団
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
が
よ
く
似

合
い
ま
す
。

　

富
士
見
小
学
校
１

年
生
か
ら
野
球
を
始
め
、
明
徳
義
塾
中
学
校
（
高

知
）
へ
野
球
留
学
、
酒
匂
中
学
校
に
戻
っ
た
後
に

東
海
大
相
模
高
校
へ
進
学
と
野
球
一
筋
の
人
生
を

送
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
が
む
し
ゃ
ら
に
、
ひ

た
す
ら
、
白
球
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。
今
の

自
分
の
礎
と
な
っ
た
こ
ろ
で
す
」
甲
子
園
で
の
活

躍
な
ど
が
実
を
結
び
、
一
昨
年
晴
れ
て
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
へ
入
団
、
２
年
目
の
今
季
は
初
の
１
軍

公
式
戦
出
場
も
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
目
標
は
１
軍
定
着
で
す
。
原
監
督
か
ら
も『
頑

読売巨人軍・外野手

田中 大二郎さん

（小田原市出身）

元
気
あ
ふ
れ
る
人
た
ち
の
笑
顔
は
、
見
て
い
る

人
た
ち
に
も
力
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
ん
な
が
元
気
に
な
る
よ
う

に
、
す
て
き
な
笑
顔
を
お
届
け
し
ま
す
。



ま
ち
づ
く
り
情
報
誌

広
報
お
だ
わ
ら
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

７
月
１
日
現
在 

小
田
原
市
の
人
口
１
９
８
，７
９
２
人  

７
７
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５
６
世
帯
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　クダモノトケイソウ（英名：パッ
ションフルーツ）はブラジル南部
原産で、トケイソウ科のつる性多
年草です。
　トケイソウよりも花が大きく、さわ
やかで芳香があり、果実の大きさ
が特徴です。果実は長さ５～１０
ｃｍの球形で、最初の緑色が熟
すると、濃い紫色になります。
　果物用として広い範囲で栽培
されていて、生で食べたり、ジャ
ムやジュースにも加工できます。
　トロピカルドーム内（有料）で
見られます。

久野小学校
（児童数：３４５人）

「
伝
統
の
地
域
力
」
が
息
づ
い
て

　

他
校
か
ら
参
観
に
来
ら
れ
た
か
た
は
「
ど
の

ク
ラ
ス
も
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
授
業
さ
れ
て

い
ま
す
ね
」
と
驚
き
ま
す
。
久
野
小
は
長
い
間
、

地
域
の
か
た
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
、落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

久
野
小
を
支
え
て
い
る
い
く
つ
か
の
例
を
挙

げ
ま
す
。
学
校
か
ら
歩
い
て
３
分
ほ
ど
の
と
こ

ろ
に
学
校
農
園
が
あ
り
、
稲
作
や
畑
作
活
動
を

全
校
で
営
ん
で
い
ま
す
。
農
園
は
地
域
の
か
た

に
貸
し
て
も
ら
っ
て
い
る
ほ
か
、
農
業
協
力
者

（
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
か
た
の
支
援

も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
樹
木

園
も
、
お
や
じ
の
会
の
皆
さ
ん
が
整
備
し
て
く

れ
ま
し
た
。
お
や
じ
の
会
の
皆
さ
ん
の
〝
手
弁

当
〞
で
す
。
会
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
作
る
ほ
ど
、
熱

心
に
活
動
し
て
く
れ
ま
す
。

  

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、
下
校
時

刻
が
予
定
よ
り
遅
れ
て
も
、
応
対
し
て
く
れ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。「
Ｇ
Ｏ

Ｏ
Ｄ 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
朝
会
は
、
校
長
先
生

の
英
語
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
昨
年

度
、
県
教
育
委
員
会
よ
り
英
語
活
動
の
推
進
委

託
校
に
選
ば
れ
、
全
校
で
英
語
活
動
の
実
践
を

始
め
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
も
、
保
護
者
の
英
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
教
育
力
の
低
下
が
言
わ
れ
て
久
し
い

で
す
が
、
久
野
地
区
の
教
育
力
は
生
き
て
お
り
、

落
ち
着
い
て
授
業
が
で
き
る
礎
に
な
っ
て
い
る

と
実
感
し
ま
す
。

　

久
野
に
は
、
古
墳
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

昔
か
ら
の
営
み
は
遺
跡
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
良
き
伝
統
と
し
て
地
域
の
皆
さ

ん
に
受
け
継
が
れ
、
子
ど
も
た
ち
を
は
ぐ
く
ん

で
い
ま
す
。

このコーナーでは、小・中学校でのユニークな取り組みを
紹介します。子どもたちの生き生きとした表情を見ると、小
田原の未来も安心！という気持ちになりますね。

Y教育政策課　☎３３-１６７１

今月号は…

連載

さまざまな花に彩られ、
四季折々の表情を見せるおだわら。
毎月、花の名所を紹介します。

小田原フラワーガーデン
Yフラワーガーデン　☎３４-２８１４
　http://www.city.odawara.
　kanagawa.jp/public-i/
　park/o-furawa.html

17その

水
みず

野
の

 凜
りん

さん
（６年生）

学校の運動場の横に、樹
木園というところがありま
す。その樹木園にはたく
さんの木があり昨年、き
れいに整備され、久野小
みんなの憩いの場となっ
ています。また、昨年か
ら始まった英語活動は
ゲームや歌があり、楽し
いです。これからも、い
ろいろな英会話を覚えて
いきたいと思います。

トケイソウ果実

クダモノトケイソウ

上
かみ

村
むら

 悠
ゆう

夏
か

さん
（６年生）

学校の裏には、大きな学校農
園があります。どの学年も、
さつまいもやいちご、トマトな
どを育てています。もち米は、
5・6年生で田植えや稲刈りを
しています。取れたお米は、
給食の人気メニューの１つ、
中華おこわとして、全校のみ
んなで食べます。私たちが育
てたお米を使って、調理員さ
んが一生懸命作ってくれるお
こわは、最高です。
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